
八千代町の学校再編

【中学校】
➢統合内容：町内2校の中学校（八千代一中・東中）を1校に統合
➢統合時期（目標）：令和10年4月
➢設置場所：既存の八千代一中を利用

➢学校名：八千代町立 八千代 中学校

（令和8年町議会第2回定例会にて八千代町立学校設置条例の一部改正案可決により決定）

【小学校】
➢統合内容：町内5校の小学校（西豊田小・安静小・中結城小・下結城小・川西小）を1校に

統合
➢統合時期（目標）：令和13年4月
➢設置場所：八千代一中の敷地及び隣接地に新たに校舎を建設

八千代町立中学校統合準備委員会

町議会や地域住民、保護者代表、教職員などの委員で構成される「八千代町立中学校統合準
備委員会(以下：準備委員会)」を設置して、統合を円滑に行うための準備や検討、調整を実施。
効率的に調査検討を行うために、準備委員会のもとに3つの専門部会を設置し、児童生徒の
保護者や学校運営協議会の代表者、教職員などで下記の調査検討を進めている。

部会名 検討内容

学校生活部会
教育目標、教育課程編制、学校行事、コミュニティスクール、日課表
各種諸表簿、宿泊学習・修学旅行関係、学級編成、通知票 など

総務部会 校名、制服や体操服等、校歌、校章、PTA組織、開校・閉校事業 など

通学安全部会 スクールバス運行の要否や条件、通学路 など

学校生活部会

➢合同体育祭の開催
令和8年5月14日(木)八千代第一中学校で開催。八千代第一中学校と東中学校の生徒会同士
の話し合いにより、合同の体育祭を企画。

➢交流行事の開催
スキー宿泊学習（現在の中学1年生）や音楽交流会などの開催に向けて協議・検討中。

➢学習教材の統一
授業で使用する資料集や問題集等を両校で統一し、学習状況の同一化を図る。

小学校 中学校

協力・連携しながら子どもたちの学びをサポートできる

別々の学校として設置されるため
それぞれの学校に校長先生が配置される

や ち よ



通学安全部会

総務部会

八千代町教育委員会 学校教育課 庶務係
☎ 0296-48-1111（内線3721）

学校再編に関するHP ➡

➢新設中学校の名称

八千代町立 八千代 中学校（応募総数：724票 有効校名案：294案）

➢制服や体操服等
現在の小学5年生（統合時中学1年生）より新しい制服や体操服等を導入。
昨年度、児童生徒や保護者、教職員の意見を取り入れるためアンケートを実施。今後、
アンケートの結果をもとにメーカーやデザインを決定する。

➢校章・校歌
新たに作製。今後総務部会にて調査検討予定。

➢文部科学省の方針(文部科学省「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引｣)

通学距離 徒歩や自転車による通学距離のおおよその目安：6㎞以内
通学時間 通学時間のおおよその目安：おおむね1時間以内
◎各市町村で地域の実情や児童生徒の実態に応じて判断することが望ましい。

➢近隣市町における中学校のスクールバス運行状況
・筑西市を除く県西8市町では、スクールバス運行はしていない。
（うち3市町は6kmを超えて通学する生徒はいるが運行なし）

・筑西市のみ旧下館北中学区の生徒を対象に有料でスクールバスを運行。
⇒バス利用対象者140人のうち、実際の利用者は30人程度。
（部活動や交友関係が広がることなどが背景）

➢統合後の最大通学距離（GIS計測による参考値）
・八千代一中正門～大渡戸行政区：6.1km（直線距離）
・八千代一中正門～芦ヶ谷新田行政区：5.9km（直線距離）

やちよ

➢スクールバス運行の要否や条件について
文部科学省の方針や近隣市町の状況、統合後の最大通学距離等を参考に、スクールバ

ス運行の要否を含む通学方法の方向性を慎重に検討を進めている。
今後、通学距離が6kmを超える地域を含む大渡戸行政区からの通学が見込まれる児童

生徒の保護者等へ意見聴取を行う。

➢通学路について
◎安全確保を最優先に設定を行う。
◎通学路の危険箇所の確認・共有を行う。
八千代一中学区：通学路危険箇所の再確認。
東中学区：新たに通学路を設定。八千代一中の生徒が利用している通学路を活用。

東中学校作成の新設中学校通学路原案図をもとに検討を進めている。

中学校

参考


